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2026年3月31日 

 

「I'mネット定例会（2026年 3月）」 

2026年 3月 13日（金）19:00-21:00、茨木市立男女共生センターローズ WAM会議室にて、 

「I'mネット定例会（2026年 3月）」を開催しました。 

年度末のお忙しい中、22名の参加者がありました。ご参加ありがとうございました。 

 

■ テーマ：「本年４月施行！「改正 マンション標準管理規約」ポイント解説」 

 マンション管理士（阪本様）より昨年 10月に改正された「標準管理規約」の改正ポイントに 

ついて国交省の資料（リンク有）を元に解説をいただきました。 

 

１．総会の意思決定ルールの見直し   

 令和 7年の区分所有法改正を受け、標準管理規約では総会の決議方法が大きく見直されま

した。従来、規約変更や共用部分の変更などの特別決議は「組合員総数および議決権総数の

各 4分の 3以上」の賛成が必要でしたが、所在不明者や無関心層が多いマンションでは決議

が成立しにくい状況がありました。改正後は、区分所有権の処分を伴う場合を除き、 

「総会出席者の 4分の 3以上」で決議できるようになり、実質的な意思決定が進めやすくな

っています。 

 また、総会の定足数も整理されました。従来は「議決権総数の半数以上」でしたが、 

改正後は「議決権総数の過半数」に変更され、特別決議の場合は「組合員総数および議決権

総数の各過半数」が必要となります。これにより、どの種類の決議でも「議決権総数の過半

数が出席しているか」を基準に判断できるようになり、実務上の混乱が減ることが期待され

ます。 

 さらに、総会招集通知についても見直しが行われ、すべての議案について「議案の要領」

を示すことが義務化されました。緊急招集時の通知期間も「最短 5 日間」から「1 週間」に

延長され、より丁寧な情報提供が求められるようになっています。 

 

２．管理組合運営の実務改善 

 管理組合の運営をより円滑にするため、実務に関わる規定も見直されました。 

まず、海外居住者の増加に対応し、国内管理人制度の手続きが整備されました。海外在住の

区分所有者が管理組合との連絡を円滑に行うため、国内に代理人を選任する制度であり、 

規約に定めることで運用が明確になります。 

 また、共用部分の管理に伴う専有部分への立入りや保存行為についても、規約上の位置づ

けが明確化されました。さらに、修繕積立金の使途については、従来の修繕工事に加え、 

「改良工事」や「マンション再生手法の調査・設計段階の費用」も対象に含まれることが 
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明確化され、将来の建替えや大規模改修に向けた準備がしやすくなっています。 

 理事長による損害賠償請求権の一元的行使を認める規定も新設され、トラブル対応の迅速

化が期待されます。役員就任時の本人確認の必要性がコメントに追加されるなど、ガバナン

ス強化に向けた改善も盛り込まれています。 

 

３．マンション再生制度への対応 

 老朽化マンションの増加を踏まえ、マンション再生に関する規定も大きく見直されました。

建替え・更新・売却・取壊しといった再生手法について、従来は 4/5以上の賛成が必要でし

たが、建物の耐震性不足や外壁剥落の危険などの「客観的事由」が認められる場合は、 

決議要件が 3/4に緩和されました。これにより、再生の必要性が高いマンションでは、 

より現実的に意思決定が進められるようになります。 

 また、新たに「更新」「建物敷地売却」「建物取壊し敷地売却」といった再生手法が明確化

され、修繕積立金を調査・設計段階の費用に充当できるようになったことで、再生に向けた

初期検討が進めやすくなっています。 

 

４．社会情勢を踏まえた規定整備 

 社会の変化に対応するため、標準管理規約のコメントや規定例も見直されました。 

まず、理事が出席できない場合に代理として出席する「職務代行者」の考え方が追加され、

理事会運営の柔軟性が高まりました。 

 その他、所有者不明住戸の増加に対応し、裁判所の決定に基づき、所在等不明区分所有者

を総会の母数から除外できる制度が新設されたことも、現在の課題に応える重要な改正だと

思われます。 

 

■ 次回予告：次回の「I’m ネット定例会」は、2026年 5月 8日（金）19時 

茨木市立男女共生センターローズ WAM 会議室にて行う予定です。（お楽しみに！） 

 

＜編集後記＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のテーマは「本年４月施行！『改正 マンション標準管理規約』ポイント解説」ということで、

「マンション標準管理規約」の改正ポイントについてわかりやすく丁寧な解説をお聞きすることができ

ました。前回（2026 年 1 月）の「区分所有法の改正・駆け足解説」と同様に、マンション管理

組合ではこの改正を元に管理規約の改定が必要であり、参加者の皆さんの関心度も高く、活発

な質疑応答が行われておりました。マンション管理規約改定は「特別決議」事項であり、内容理

解、説明資料準備等を含めややハードルの高い課題となりますが、管理組合・理事会メンバーおよ

び有識者の皆さんで協力して進めていけば乗り越えることができる山だと思います。ご不明な点等、

ご相談事項がございましたらマンション管理士会茨木・摂津支部の無料相談会を利用されるか、 

I’m ネット窓口までまでお気軽にお問い合わせください。（I’m ネット・豊嶋） 
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[アンケート]I’m ネット定例会（3 月度） 

 
URL : https://forms.gle/97MHyZDJXsChyycQ7 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSccMb7Lib-gCQ_lKu36eggoxizHqfKos02XQutTdY7Pa-OiKA/viewform
https://forms.gle/97MHyZDJXsChyycQ7

